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ニット議会開催ニット議会開催
  議員と町幹部職員が町特産のニットを着用し、和やかな雰囲気の中、熱い議論を交わしました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
巳
年
（
２
０
２
５
年
は

乙
巳
）
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
成
長
を
目
指
し
て
力
を
た
め
る

時
期
で
、
そ
の
た
め
に
努
力
の
成

果
を
試
す
と
き
で
も
あ
る
そ
う
で

す
。
皆
さ
ま
も
今
ま
で
胸
に
秘
め

て
き
た
夢
、
着
々
と
準
備
し
て
き

た
こ
と
に
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
る
の
も
い
い
の
か
も
。

過
去
の
失
敗
も
新
た
な
成
長
へ
と

変
え
る
絶
好
の
年
に
な
り
そ
う
で

す
。

　
私
も
巳
年
生
ま
れ
で
今
年
は
還

暦
を
迎
え
ま
す
。
赤
子
に
戻
り
、

も
う
一
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
出
直

し
の
年
。
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

渡
邉
　
裕
二
　
記

　
山
辺
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
主

催
の
「
だ
が
し
や
楽
校
」
が
、
山

辺
町
中
央
公
民
館
で
12
月
８
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遊
び
や
食
べ
物
な
ど
た
く
さ
ん

の
屋
台
が
縁
日
の
よ
う
に
並
び
、

雪
が
ち
ら
つ
く
肌
寒
い
天
気
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
輪
投
げ
や
ピ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
遊
び
も
あ
る
中
で
、
折

り
紙
コ
ー
ナ
ー
で
は
小
学
生
が
小

さ
い
子
に
一
生
懸
命
教
え
て
い
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子
の

保
護
者
は
、
自
分
が
教
え
て
も
こ

ん
な
に
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
な
い

と
い
う
こ
と
。
異
な
る
年
齢
の
か

わ
い
ら
し
い
縦
割
り
教
育
を
見
つ

け
ま
し
た
。

き
の
と
み

こ
ん
な
ふ
う
に
折
る
と
い
い
よ
！
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もっと住みよいもっと住みよい　暮らしやすい暮らしやすい　
まちをつくるためにまちをつくるために　まちの魅力を発信！まちの魅力を発信！

第４回定例会
12月４日～６日

令和６年度山辺町一般会計補正予算（第５号）令和６年度山辺町一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出それぞれ１億6004万円を追加し　歳入歳出それぞれ１億6004万円を追加し　
総額71億3593万円に総額71億3593万円に

い
つで

もニット ニット議会

条
例
の
改
正

〇
山
辺
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
お
け
る

証
明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
伴

い
変
更
す
る
も
の
。

〇
山
辺
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
お
よ
び
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

鑑
み
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

指
定
管
理
者
の
指
定

〇
や
ま
の
べ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
　

指
定
管
理
者　
山
辺
観
光
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

指
定
の
期
間　
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和

10
年
３
月
31
日

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
５

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
条
例
の
一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
議
員

発
議
、
な
ら
び
に
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主な補正内容
〇シティプロモーション推進事業
新規  大相撲夏巡業興行委託に ……………………………………………… 440万円　　

〇総合行政情報システム管理運営事業　
　個別ツール標準化対応業務に………………………………………………… 578万円の増
〇児童遊園運営事業
　鍛冶町児童遊園の撤去工事などに…………………………………………… 200万円の増
〇教育・保育給付費事業
新規  保育所等における性被害防止対策にかかる設備等支援に …………… 38万円　　

〇除雪事業
　道路除雪業務委託に………………………………………………………… 5000万円の増
〇常備消防活動事業
　消防事務委託に……………………………………………………………… 1405万円の増

令和６年度　山辺町一般会計補正予算

特別会計補正予算

公営企業会計補正予算

議
案
審
議

議
案
審
議

〇
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
上
げ
等
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

　
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
に

つ
い
て
、
国
会
、
政
府
お
よ
び
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

議
員
発
議

議
員
発
議

請願第４号

請 願 名 訪問介護の基本報酬引上げ等を求める意見書提出の請願
請 願 者 山辺町革新懇話会　峯田　博
趣 旨 在宅介護の基盤を存続させるため、訪問介護の基本報酬を引き上げるよう国会、政府お

よび関係機関へ要望するもの
紹介議員 日野　一春 結 　 果 採択

〇
山
辺
町
中
央
公
園
及
び
同
公
園
内
体
育
施

設
等

指
定
管
理
者　
株
式
会
社
パ
ス
ラ
ボ

指
定
の
期
間　
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和

10
年
３
月
31
日

会計名 予算増減 総額
介護保険特別会計 1127万円の増 17億1442万円

会計名 予算増減 総額
公共下水道事業

会計 61万円の増 ３億7210万円

安全確保のための除雪作業夏巡業が実現するといいなぁ

議 会 用 語これって
　なぁに？

議
ぎ
員
いん
発
はつ
議
ぎ

　議員が意見や議論を提出し、審議を求め
ること。

条
じょう
例
れい

　町の法律ともいえる自主法のこと。地方
公共団体は法令に反しない範囲で町の事務
に関する条例を制定することができる。条
例の制定、改正、廃止には議会の議決が必要。
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12月の定例議会では、５名の議員が一般質問を行いました。

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問
町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

村山　幸一　　　　　　　　共生社会の実現を　
　　　　　　　　　　　　　認知症対策にどう取り組む

認知症対策

鈴木　誠也　　　　　　　　①交通安全、交通事故の予防策は
　　　　　　　　　　　　　②中央公園の環境整備は

交通安全

佐藤　利和　　　　　　　　町の医療行政とこれからの課題は医療行政

三浦　正好　　　　　　　　山辺町の人口減少と公共施設は人口減少

日野　一春　　　　　　　　保育所の運営と安全管理は安全管理
定例会のお知らせ

次回の定例会は３月です。
傍聴については、町ホームページを
ご覧ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

質問

令
和
６
年
１
月
施
行

さ
れ
た
「
認
知
症
基

本
法
」
を
受
け
て
、
町
は

こ
の
法
律
に
ど
う
向
き
合

い
、
認
知
症
対
策
を
推
進

し
て
い
く
か
。

答弁

認
知
症
対
策
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら

「
お
買
い
物
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
始
し
、
21
人

が
登
録
し
て
い
る
。
ま
た

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や

理
解
を
広
め
る
た
め
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
実
施
。
さ
ら
に
複

数
の
専
門
職
に
よ
る
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
配
置
し
、
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

地
域
で
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
に
対
し
て
、
で
き

る
範
囲
で
手
助
け
す
る
人

を
増
や
し
て
い
く
た
め
、
関

係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質問

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
や
そ
の
月

間
で
あ
る
９
月
に
、
何
ら

か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
。
町
で

も
「
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

答弁

毎
月
１
回
「
認
知
症

カ
フェ
」
を
実
施
し
て

い
る
。
本
年
９
月
に
は
、

施
設
見
学
な
ど
行
い
40
人

を
超
え
る
人
が
参
加
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」
は
、
役
場
庁
舎

で
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
く
。

質問

身
近
な
地
域
で
、

「
健
康
づ
く
り
」

や「
居
場
所
づ
く
り
」

に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
な
施

策
を
講
じ
、
共
に
支

え
る
社
会
づ
く
り
を

発
信
し
て
は
。

答弁

「
通
い
の
場
」
は
、
介

護
予
防
・
認
知
症
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

内
容
を
充
実
さ
せ
普
及
し

て
い
く
。
ま
た
疾
病
や
障

が
い
を
抱
え
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
で
き
る

限
り
自
立
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
「
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
を
め
ざ
し

て
い
く
。

質問

認
知
症
患
者
へ
の
専

門
的
な
支
援
体
制
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
。

答弁

町
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
連
携
を

密
に
し
、
担
当
者
間
で
情

報
共
有
を
図
り
対
応
し
て

い
く
。

認知症
対策

認
知
症
対
策
に
ど
う
取
り
組
む

（
町
長
）
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
い
く

村山　幸一

質問

町
の
医
療
体
制
の
現

状
は
。

答弁

町
内
医
療
機
関
の
閉

院
に
よ
り
、
今
ま
で

か
か
っ
て
い
た
近
く
の
医

院
に
行
く
こ
と
が
困
難
に

な
り
、
不
便
を
感
じ
て
い

る
声
が
多
数
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
特
に
、
高
齢

者
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
現
在
、
歯
科
医
院
を
含

め
14
の
医
療
機
関
が
あ
り
、

町
民
の
身
近
な
「
か
か
り

つ
け
医
」
と
し
て
、ま
た
、

町
の
保
健
事
業
や
学
校
保

健
事
業
に
も
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

質問

こ
れ
か
ら
の
医
療
環

境
の
整
備
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答弁

医
師
会
や
近
隣
医
療

機
関
に
対
し
て
、
誘

質問

全
国
の
１
５
６
４
市

区
町
村
と
山
辺
町
が

人
口
減
少
し
て
い
る
中
、

１
８
６
市
区
町
村
で
人
口

が
増
加
し
て
い
る
。
今
後

町
は
人
口
減
少
を
ど
う
止

め
る
の
か
。

答弁

持
続
可
能
な
「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
と
な
る

よ
う
に
、
子
育
て
支
援
の

充
実
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

町
の
魅
力
発
信
の
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

質問

人
口
減
少
や
自
然
災

害
な
ど
に
よ
り
、
左

沢
線
の
廃
線
が
危
惧
さ
れ

る
。
沿
線
の
市
町
で
話
し

合
え
る
体
制
は
あ
る
か
。

答弁

Ｊ
Ｒ
左
沢
線
対
策
協

議
会
で
、
寒
河
江
市

を
中
心
に
意
見
交
換
を
し

致
の
相
談
を
行
っ
て
い
る

が
、
全
国
的
に
医
師
が
不

足
し
て
お
り
、
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
の
回
答
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

呼
び
か
け
を
粘
り
強
く
続

け
て
い
く
。

質問

感
染
症
対
策
に
む
け

た
医
療
体
制
は
。

答弁

本
年
10
月

か
ら
開
始

さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
や
、

高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
や
、
風
し

ん
・
麻
し
ん
な

ど
10
種
類
以
上

あ
る
子
ど
も
定

期
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
る
。

県
の
医
師
会
と

て
い
る
。

質問

人
口
減
少
を
抑
え
る

た
め
、
町
の
学
童
保

育
に
関
す
る
考
え
は
。

答弁

現
状
３
年
生
ぐ
ら
い

ま
で
し
か
お
預
か
り

で
き
て
い
な
い
た
め
、
抜

本
的
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問

小
学
校
を
含

め
公
共
施
設

の
ほ
と
ん
ど
が

２
０
２
７
年
か
ら

生
産
中
止
に
な
る

蛍
光
灯
だ
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
変
え
な
い
の

か
。答弁

多
大
な
予
算

措
置
が
必
要
。

優
先
順
位
な
ど
を

考
慮
し
て
実
施
す

る
。

医療行政

人口減少

町
の
医
療
行
政
とこ

れ
か
ら
の
課
題

山
辺
町
の
人
口
減
少
と公

共
施
設
は

（
町
長
）
県
、
天
童
市
東
村
山
郡
医

師
会
と
連
携
し
施
策
を
講
ず
る

佐藤　利和

（
町
長
）人
口
減
少
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
る

三浦　正好

広
域
接
種
の
委
託
契
約
を

締
結
し
て
お
り
、
子
ど
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
も
含
め
て
、
町
内
外
で

受
け
ら
れ
る
状
況
に
あ

る
。

質問

町
の
医
療
機
関
と
の

さ
ら
な
る
情
報
交
換

の
場
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答弁

コ
ロ
ナ
禍
で
、
開
催

で
き
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
定
期
的
に

話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質問

指
定
避
難
所
の
中
に

は
洋
式
ト
イ
レ
が
な

い
所
が
あ
る
が
、対
応
は
。

答弁

旧
作
谷
沢
小
・
中
学

校
体
育
館
に
は
な
い

が
、
災
害
時
は
仮
設
洋
式

ト
イ
レ
を
活
用
す
る
。

質問

消
防
ポ
ン
プ
車
庫
の

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て

い
る
が
、
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

答弁

ポ
ン
プ
車
庫
は
、
必

要
な
修
繕
な
ど
に
よ

り
施
設
機
能
の
維
持
を

図
っ
て
い
く
。

LEDに交換されていない蛍光灯

保健事業の拠点となる町保健福祉センター

居場所づくり（近江公民館）　
生活支援コーディネータとゲームで楽しむ

4やまのべ議会だより5 やまのべ議会だより 2025vol.127 2025vol.127
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質問

今
年
10
月
札
幌
市
の

認
可
保
育
園
で
１
歳

男
児
が
死
亡
す
る
事
故
が

あ
り
、
死
因
は
離
乳
食
を

喉
に
詰
ま
ら
せ
た
こ
と
と

判
明
。
警
察
は
業
務
上
過

失
致
死
傷
罪
を
視
野
に
入

れ
て
捜
査
中
。
こ
の
よ
う

な
事
故
は
全
国
の
ど
こ
か

で
毎
年
起
き
て
い
て
、
消

費
者
庁
に
よ
る
と
、
６
年

間
で
死
亡
し
た
数
は
０
歳

児
26
人
、
１
歳
児
18
人
、

２
歳
児
15
人
。

　

町
保
育
所
で
救
急
搬
送

が
必
要
な
事
態
が
生
じ
た

場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、

職
員
訓
練
は
。
近
年
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
事
例
は
。

答弁

指
針
に
沿
っ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。

け
が
や
病
気
が
一
切
発
生

し
な
い
こ
と
は
考
え
に
く

く
、
緊
急
搬
送
が
必
要
な

事
態
が
生
じ
た
場
合
の
救

急
対
応
を
、
全
職
員
で
定

期
的
な
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。
近
年
保
育
所
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
事
例
は
な

い
。

質問

定
員
数
に
よ
り
預
か

れ
な
い
子
ど
も
は
い

る
か
。

答弁

町
立
保
育
所
の
定
員

は
１
１
５
名
。
入
所

児
童
数
は
合
計
98
名
で
17

名
定
員
に
満
た
な
い
状
況
。

原
因
は
児
童
数
の
減
少
。

し
か
し
３
歳
未
満
児
は
可

能
な
限
り
の
取
り
組
み
を

行
い
受
け
入
れ
て
い
る
。

保
育
所
全
体
は
定
員
数
を

満
た
し
て
い
な
い
が
、
年

齢
に
応
じ
た
保
育
室
の
面

積
な
ど
の
基
準
が
あ
る
た

め
、
入
所
希
望
者
が
多
い

３
歳
未
満
児
を
現
状
以
上

受
け
入
れ
る
こ
と
は
困

難
。

質問

将
来
の
人
口
統
計
の

推
定
値
を
見
る
と
大

変
懸
念
さ
れ
る
状
況
だ
が
、

今
後
の
保
育
士
確
保
を
踏

ま
え
た
保
育
所
の
運
営
方

針
は
。

答弁

当
町
は
３
歳
未
満
児

の
入
所
希
望
者
が
増

加
し
て
い
る
。
保
育
士
数

は
充
足
し
て
い
る
も
の
の

今
後
も
安
定
し
た
確
保
を

図
り
、
安
全
安
心
な
保
育

所
運
営
に
努
め
る
。
児
童

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加
し
て

い
る
。
可
能
な
範
囲
で
受

け
入
れ
を
行
う
。

安全管理

保
育
所
の
運
営
と
安
全
管
理

（
町
長
）
安
全
安
心
な
保
育
所
運
営

に
努
め
る

日野　一春

町立安達峰一郎記念保育所

質問

山
辺
町
の
交
通
事
故

発
生
状
況
は
、
令
和

６
年
１
月
１
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
、
人
身
事
故
17

件
、
負
傷
者
18
人
、
物
損

事
故
１
４
８
件
。
死
亡
事

故
が
発
生
し
た
大
門
地
区

丁
字
路
に
街
灯
が
な
く
、

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
歩

行
者
の
通
行
が
大
変
危
険

な
た
め
、
丁
字
路
に
街
灯

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答弁

町
内
全
域
に
危
険
な

交
差
点
も
存
在
す
る

た
め
、
安
全
対
策
の
優
先

順
位
、
交
通
量
、
歩
行
者

数
を
見
極
め
て
対
応
し
て

い
く
。

質問

令
和
４
年
、
令
和
５

年
と
事
故
多
発
の
田

小
路
十
字
路
の
路
面
標
識
、

看
板
の
点
検
整
備
は
。

答弁

カ
ラ
ー
舗
装
や
路
面

標
示
の
設
置
な
ど
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。
看

板
の
点
検
整
備
は
、
各
地

区
運
転
者
会
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
く
。

質問

交
通
事
故
防
止
に
高

齢
者
や
小
中
学
生
に

反
射
材
の
配
布
を
し
て

は
。

答弁

高
齢
者
に
は
「
い
き

い
き
教
室
」
で
反
射

材
を
配
布
。
交
通
安
全
母

の
会
の
活
動
と
し
て
、
反

射
材
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
の
配
布
、
や
ま
の
べ

の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

反
射
材
を
配
布
し
て
い

る
。

中
央
公
園
の
環
境
整
備
は

質問

伐
採
し
た
ポ
プ
ラ
並

木
の
周
辺
を
住
民
の

憩
い
の
場
所
に
し
て
は
ど

う
か
。

答弁

指
定
管
理
者
と
協
議

し
な
が
ら
、
中
央
公

園
全
体
の
利
活
用
を
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質問

ポ
プ
ラ
並
木
を
伐
採

し
た
枝
木
は
、
廻
り

の
樹
木
に
も
影
響
が
あ
る
。

処
分
は
委
託
業
者
で
や
る

の
か
。

答弁

ポ
プ
ラ
伐
採
時
に
剪

定
さ
れ
た
枝
木
は
、

町
で
処
分
し
て
い
る
。

交通安全

交
通
安
全
、
交
通
事
故
の予

防
策
は

（
町
長
）
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
し

関
係
機
関
と
連
携
、
協
調
を
図
る

鈴木　誠也

街灯のない危険な大門地区丁字路

議員の資質向上と質疑質問の本質とは

「部活動地域移行」で地域コミュニティを考える

令和６年度町村議会議長会議員研修会

村山地方町村議会議長会議員合同研修会

　山形県町村議会議長会主催の研修会が山形国際
交流プラザにおいて 10月 25 日開催されました。
「議会が守るべき政治倫理、ハラスメント防止と
議会の取り組み」と題し、弁護士の太田雅幸氏よ
り議員のコンプライアンスについて講演いただき
ました。政治腐敗につながる行為・各種ハラスメ
ント・不当要求・差別発言・オンライン時代の個
人情報の保護など、具体例をあげて分かりやすく
説明していただきました。

　後半では、「議事機関としての質疑・質問とは」
と題し、一般社団法人地方公共団体政策支援機構　
上席研究員の長内紳悟氏より講演いただきました。
それぞれの自治体が直面する課題や問題点を正し
く理解してから、行政に働きかける必要性を説い
ていました。結果として行政側の対応を明らかに
することにつながるとの内容でした。

　村山町村議会の合同研修会が大石田町町民交流
センター「虹のプラザ」で、12月 23 日に開催さ
れました。今回は「中学校部活動地域移行」につ
いて、仙台大学体育学部准教授の松井陽子氏より
講演いただきました。
　はじめに、なぜ国が部活動地域移行を進めるの
か、我が国におけるスポーツの歴史について説明
がありました。2000年に「スポーツ振興基本計画」
を策定。しかし日本独自の「部活動」は、最初に
選んだ種目を変えられないことや、学校対抗に
よる勝利至上主義などの課題を生みました。一方、
諸外国のスポーツクラブは交流の場であり、各自
が選択して参加する地域コミュニティの場になっ
ていることから、我が国でもスポーツを通した地
域コミュニティを推進しようとしているとのこと
でした。教員の働き方改革はまた別な話で「地域
移行」も誤解を生むとして「地域展開」に変更す
るとのこと。

　ではいったいどう進めれば良いのか。全国での
スポーツを通した地域連携事例などから「地域活
性化企業人交流プログラム」でのプロの活用や、
地域の人的資源の抽出、また学校を地域開放する
ことで大人も部活に参加するなど、スポーツ（文
化活動）を地域でできるようにすることが目的で
すが、最も重要な「主体性」をどう醸成していく
かが一番の課題と感じた研修でした。

25

よりよい話し合いから、よりよい政策を決める

県内町村議員が一堂に会して学ぶ
出典元： 一般社団法人地方公共団体政策支援機構の

資料より

「地域移行」から「地域展開」へ
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新しい町への挑戦
町の財産をいかし、うるおうまちづくり

新しい町への挑戦
町の財産をいかし、うるおうまちづくり

　中山町と山辺町との協議会が 12 月 13 日に開
催され、両町が事務委託をしている消防事務全般
について視察研修を行い、山形市消防本部の役割
について説明を受けました。
　老朽化や機能強化のための施設整備などもあ
り、消防事務委託料は年々増加していますが、整
備計画を基に有利な起債や国・県などの補助金を
活用し、極力消防に係る一般需用費の縮減を図っ
ていくとのことでした。また老朽化により現在移
転・建て替え中の蔵王温泉出張所については、ヘ
リポートや山岳事故対応訓練場などを備え、令和
７年 11月に開所予定。
　消防指令センターでは、119 番緊急通報受信体
制について説明を受け、視察中にも救急要請が入
り、直ちにモニターに地図が出る様子も確認でき
ました。また、東消防署にて救急車に搭載の「救
急医療情報共有システム」を見学。救急隊と医療
機関で専用タブレット端末を介し、傷病者の免許
証やマイナンバーカードなどを読み取り、記載情
報や画像情報の円滑な情報共有により、医療機関

への速やかな搬送につなげるシステムで、東北で
初めて運用を開始しているそうです。
　その後は西消防署へ移動し、防災センターで地
震・煙体験や、両町への出動体制、出動件数など
について詳しく説明を受けました。
　私たちの命を守るために、災害などに係る消防
体制の強化や救急車の到着時間と病院までの搬送
時間をいかに短縮するかなどさまざまな努力をさ
れていて、両町ともに安心を確認できた有意義な
研修となりました。

　朝日町と山辺町の議員協議会が10月 16日に開
催され、２か所の現地視察や共通課題である有害
鳥獣被害対策、空き家対策など意見交換しました。
　現地視察は、初めに朝日町と隣接する場所にあ
る「山形ピッグファーム松山農場」を見学。豚の
飼育状況や豚舎の衛生管理対策など、阿部社長か
ら説明を受け、徹底した感染対策や衛生管理体制
を行っていることに両町議員は深い感銘を受けま
した。
　次に同地区内の「村山コンポストリサイクルセ
ンター山辺営業所」を見学。この施設では産業廃
棄物を肥料に再生するなど有効に活用しているこ
と。また管理型最終処分場を増設する計画である
ことなどを聞き、初めて見る議員は、その広大な
土地に驚きを見せていました。
　その後、山辺町役場を会場に、両町の共通課題
である、有害鳥獣被害の現状と対策、また空き家
対策などの情報交換を行いました。朝日町の議員
から、イノシシの捕獲が増加し、対応に苦慮して

いることなど切実な声が聞かれました。
　また空き家対策では、除去支援補助の充実や空
き家バンクの有効活用など多岐にわたり意見交換
しました。隣接する両町、ともに課題解決に向け
取り組んでいこうと意思統一し、両町議会の交流
もさらに深まりました。

ともに学び、課題解決を探る～現地視察～

住民の命を守る消防施設を視察

あたたかい交流のひとときを山辺町の明るい未来につなげるために
出来ることを

未来をひらき、地域をつくる
社会教育の在り方

桜がつなぐ日立市とのさらなる交流

朝日町・山辺町両町議会議員協議会

中山町・山辺町両町議会議員協議会

児童クラブ「感謝の会」商工会役員懇談会

社会教育研究大会日立紅寒桜植樹式

　学童保育事業を行っているゆりかご児童クラブ
の「感謝の会」が、旧大寺小学校で 11月 22 日に
開催され、議員全員で参加しました。山辺小・相
模小に就学している子どもたちを対象に、放課後
に必要な学びの場を提供して、健全育成を図る事
を目的として運営されています。集団の中でいろ
んな経験をすることで、貴重な体験の場になって
いることをあらためて実感しました。我々議員も
子どもたちと先生方が作ったカレーライスをいた
だき、先生方と保護者の皆さんとのあたたかい交
流のひとときを体験することができました。

　商工会役員の方々と議員全員との懇談会が商工
会館にて 12 月９日に開催され、新会長に就任さ
れた渡辺博明氏（オリエンタルカーペット㈱社長）
と新たな役員の方々との本音での話し合いが行わ
れました。
　これからは、視察などを共に行うこともいいの
ではなどと新たな意見も出され、より有意義な会
となりました。
　今後も、商工業の発展と山辺町の明るい未来に
つなげていくために、議会としても尽力していき
ます。

　山形県社会教育研究大会が河北町サハトべに花
で 10月 18 日に開催され、社会教育委員である佐
藤・鈴木両議員が参加しました。
　はじめに「難病を克服して元気を発信」と題し、
タレントのミッチーチェン氏が記念講演を行い、
その後分科会が開かれました。参加した第４分科
会では高畠町より教育キャンプの取組みについて
活動報告があり、社会の変化に対応する地域の人
材を育成するための仕組みを学びました。

　山辺町・日立市友好都市提携 20 周年を記念し
て、『日立紅寒桜』の苗木を日立市より寄贈いた
だきました。その植樹式が 12月 19 日に山辺町役
場東側駐車場にて開催され、私たち議員も出席し
ました。安達町長と神保議長、山辺町日立市交流
協会 村山賢司、中野 徹 両副会長による土入れの
あとにみんなで記念撮影。日立紅寒桜は極早咲き
で、１月中旬に開花し、３月上旬ごろに見頃を迎え、
長い期間人々の目を楽しませるそうです。美しく
咲き誇る姿を楽しみにしております。

救急隊と医療機関の連携について説明を受ける

お父さんお母さんへ日頃の感謝をこめて新会長のもと、さらなる商工業の発展を目指す

～つなぐいのち・学び・地域～元気に育て、日立・山辺のきずな

豚舎の衛生管理状況を聞く
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令和６年 議会の活動令和６年 議会の活動 　わたしたち議員は年に４回開催される定例会のほかにも、議会内外の委員会や協議会、
懇談会に出席しています。また地域のイベントへも参加・協力しています。令和６年の議
員活動について、主なものを報告します。

定 例 会

広 報 常 任 委 員 会

監 査 の 執 行

総 務 文 教 常 任 委 員 会

厚 生 産 業 常 任 委 員 会

各 団 体 や 地 域 と の 交 流

　年に４回開催され、令和６年は会期が30日間、
うち本会議が10日、決算・予算の特別委員会が８日。

　議会だよりの発行をメインに、町内外
に向けた広報広聴活動を行う委員会。所
属議員は６名。『未来を話す会』も含め
18回開催。

　毎月、予算執行や伝票内容の検査を実施。
また決算の審査や定例監査をそれぞれ年１回
実施。議員選出の監査委員は１名。研修会も
含め18回開催。

　総務課、防災対策課、政策推進課、美
力発信課、税務課、会計課、教育委員会
教育課、議会事務局から報告された案件
を審査する委員会。所属議員は６名。開
催数11回。

　町民生活課、保健福祉課、産業課、農
業委員会、建設課から報告された案件を
審査する委員会。所属議員は６名。現場
視察も含め７回開催。

　一部事務組合などへの派遣議員活動と
して、３つの団体で年10回。町の行事、
各地域・団体の式典や総会などへも多数
出席しております。

臨 時 会
　定例会以外に臨時で開催される議会。
令和６年は２回開催。

委員会の審査風景

現場に赴いての定例監査

ふるさと資料館創立 30周年へ参列

全 員 協 議 会
　全議員に執行部から町政運営につ
いて説明を受けたり、意見を述べた
りする協議会。開催数10回。

研 修 会
　議員の資質向上を図るため、県内
外で開催される研修会へ出席。出席
数８回。

中山町・山辺町両町議会議員協議会研修会

中山間地域への現場視察

議会だより編集作業

友好都市日立市へ行政視察

行 政 視 察
　まちづくりに役立てるため、県内外の市町
村を訪問し、事例研究を行い、知識を深める。
出席数１回。

議 会 運 営 委 員 会
　議会の会期や進め方など議会運営に関する事項を協議する委員会。
所属議員は６名。開催数10回。
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